
(57)【要約】

【課題】　電気負荷への通電を断続する電気回路装置の

小型化を図るとともに、バリエーション対応を容易にす

る。

【解決手段】　駆動信号に基づいて制御されて電気負荷

への通電を断続する半導体リレーを複数個有する駆動器

２と、駆動信号を駆動器２に出力する制御器１とを備え

、駆動器２が１つの筐体４に複数個収納され、駆動信号

は、制御器１から複数個の駆動器２へシリアル通信で伝

送される。これによると、シリアル通信であるため、駆

動信号を伝送する通信線および通信用コネクタ端子の数

が少なくなり、電気回路装置を小型にすることができる

。また、シリアル通信であるため、駆動器２を追加する

場合でも、制御器１はマイコンのソフト変更のみ行えば

よく、制御器１と駆動器２との間の配線もシリアル通信

線のみ追加すればよく、したがって、車種毎のバリエー

ション対応が容易である。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
駆 動 信 号 に 基 づ い て 制 御 さ れ て 電 気 負 荷 （ １ ０ ０ ） へ の 通 電 を 断 続 す る 半 導 体 リ レ ー （ ２
１ ） を 複 数 個 有 す る 駆 動 器 （ ２ ） と 、 前 記 駆 動 信 号 を 前 記 駆 動 器 （ ２ ） に 出 力 す る 制 御 器
（ １ ） と を 備 え 、
　 前 記 駆 動 器 （ ２ ） が １ つ の 筐 体 （ ４ ） に 複 数 個 収 納 さ れ 、
　 前 記 駆 動 信 号 は 、 前 記 制 御 器 （ １ ） か ら 前 記 複 数 個 の 駆 動 器 （ ２ ） へ シ リ ア ル 通 信 で 伝
送 さ れ る 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 気 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 筐 体 （ ４ ） は 、 放 熱 用 の フ ィ ン （ ４ ３ ） が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 電 気 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 筐 体 （ ４ ） は 、 積 層 配 置 さ れ て 前 記 筐 体 （ ４ ） の 内 部 を 複 数 の 空 間 に 分 割 す る 複 数 の
仕 切 り 壁 （ ４ １ ） を 備 え 、
　 前 記 駆 動 器 （ ２ ） は 、 前 記 仕 切 り 壁 （ ４ １ ） に て 分 割 さ れ た 空 間 に 収 納 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 電 気 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 駆 動 器 （ ２ ） は 、 弾 性 力 を 有 す る 固 定 部 材 （ ６ ） に よ り 前 記 仕 切 り 壁 （ ４ １ ） に 押 し
付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 電 気 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 駆 動 器 （ ２ ） の リ ー ド 端 子 （ ２ ４ ） は コ ネ ク タ 端 子 を 兼 ね る 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 電 気 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 電 気 負 荷 （ １ ０ ０ ） へ の 通 電 の 要 否 を 判 定 す る 外 部 制 御 器 （ ２ ０ ０ ） か ら 通 電 要 否 信
号 が 前 記 制 御 器 （ １ ） に 出 力 さ れ る 構 成 で あ り 、
　 前 記 通 電 要 否 信 号 は 、 前 記 外 部 制 御 器 （ ２ ０ ０ ） か ら 前 記 制 御 器 （ １ ） へ シ リ ア ル 通 信
で 伝 送 さ れ る 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 電 気
回 路 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 制 御 器 （ １ ） は 、 前 記 筐 体 （ ４ ） 内 に 収 納 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い
し ６ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 電 気 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 駆 動 器 （ ２ ） と 前 記 制 御 器 （ １ ） は 、 バ ス バ ー （ ３ ） に て 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 電 気 回 路 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 制 御 器 （ １ ） は 、 複 数 の ユ ニ ッ ト （ １ １ 、 １ ２ ） か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７
ま た は ８ に 記 載 の 電 気 回 路 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 半 導 体 リ レ ー に よ り モ ー タ 等 の 電 気 負 荷 へ の 通 電 を 断 続 す る 電 気 回 路 装 置 に
関 す る も の で あ り 、 特 に 、 車 両 の 電 気 回 路 装 置 に 好 適 で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 電 気 回 路 装 置 は 、 １ つ の 構 造 体 の 同 一 平 面 上 に 多 数 の 半 導 体 リ レ ー と 周 辺 回 路 素
子 を 面 実 装 し た 駆 動 器 を 備 え 、 外 部 制 御 器 か ら パ ラ レ ル 通 信 に よ っ て 半 導 体 リ レ ー の 制 御
に 関 す る 駆 動 信 号 を 伝 送 し て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ６ ４ ０ ３ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 し た 従 来 の 電 気 回 路 装 置 は 、 パ ラ レ ル 通 信 で あ る た め 、 駆 動 信 号 を
伝 送 す る 通 信 線 お よ び 通 信 用 コ ネ ク タ 端 子 の 数 が 多 く な り 、 電 気 回 路 装 置 が 大 型 に な っ て
し ま う と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 電 気 負 荷 を 多 く 備 え る 車 両 に 合 わ せ て 駆 動 器 を 追 加 す る 場 合 、 パ ラ レ ル 通 信 で は
、 制 御 器 は マ イ コ ン の ソ フ ト 変 更 の 他 に 通 信 用 コ ネ ク タ 端 子 の 追 加 が 必 要 で あ る と と も に
、 制 御 器 と 駆 動 器 と の 間 の 配 線 も 大 幅 な 追 加 が 必 要 で あ る 。 し た が っ て 、 車 種 毎 の バ リ エ
ー シ ョ ン 対 応 が 容 易 で な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 さ ら に 、 １ つ の 構 造 体 の 同 一 平 面 上 に 多 数 の 半 導 体 リ レ ー を 面 実 装 し て い る た め 、 電 気
回 路 装 置 の 投 影 面 積 が 大 き く な り 、 搭 載 ス ペ ー ス が 大 き く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 点 に 鑑 み て 、 電 気 回 路 装 置 の 小 型 化 を 図 る こ と お よ び バ リ エ ー シ ョ ン 対 応
を 容 易 に す る こ と を 第 １ の 目 的 と す る 。 ま た 、 搭 載 ス ペ ー ス を 縮 小 す る こ と を 第 ２ の 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 で は 、 駆 動 信 号 に 基 づ い て 制 御 さ れ て
電 気 負 荷 （ １ ０ ０ ） へ の 通 電 を 断 続 す る 半 導 体 リ レ ー （ ２ １ ） を 複 数 個 有 す る 駆 動 器 （ ２
） と 、 駆 動 信 号 を 駆 動 器 （ ２ ） に 出 力 す る 制 御 器 （ １ ） と を 備 え 、 駆 動 器 （ ２ ） が １ つ の
筐 体 （ ４ ） に 複 数 個 収 納 さ れ 、 駆 動 信 号 は 、 制 御 器 （ １ ） か ら 複 数 個 の 駆 動 器 （ ２ ） へ シ
リ ア ル 通 信 で 伝 送 さ れ る 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ に よ る と 、 シ リ ア ル 通 信 で あ る た め 、 駆 動 信 号 を 伝 送 す る 通 信 線 お よ び 通 信 用 コ ネ
ク タ 端 子 の 数 が 少 な く な り 、 電 気 回 路 装 置 を 小 型 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 シ リ ア ル 通 信 で あ る た め 、 駆 動 器 を 追 加 す る 場 合 で も 、 制 御 器 は マ イ コ ン の ソ フ
ト 変 更 の み 行 え ば よ く 、 制 御 器 と 駆 動 器 と の 間 の 配 線 も シ リ ア ル 通 信 線 の み 追 加 す れ ば よ
く 、 し た が っ て 、 車 種 毎 の バ リ エ ー シ ョ ン 対 応 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 で は 、 筐 体 （ ４ ） は 、 放 熱 用 の フ ィ ン （ ４ ３ ） が 形 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ れ に よ る と 、 筐 体 と フ ィ ン が 一 体 で あ る た め 、 筐 体 と フ ィ ン を 結 合 す る 部 材 が 不 要 で
あ り 、 電 気 回 路 装 置 を 小 型 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 で は 、 筐 体 （ ４ ） は 、 積 層 配 置 さ れ て 筐 体 （ ４ ） の 内 部 を 複 数 の
空 間 に 分 割 す る 複 数 の 仕 切 り 壁 （ ４ １ ） を 備 え 、 駆 動 器 （ ２ ） は 、 仕 切 り 壁 （ ４ １ ） に て
分 割 さ れ た 空 間 に 収 納 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ れ に よ る と 、 駆 動 器 が 積 層 配 置 さ れ る こ と に な る た め 、 投 影 面 積 が 小 さ く な り 、 搭 載
ス ペ ー ス を 縮 小 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 で は 、 駆 動 器 （ ２ ） は 、 弾 性 力 を 有 す る 固 定 部 材 （ ６ ） に よ り 仕
切 り 壁 （ ４ １ ） に 押 し 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ に よ る と 、 仕 切 り 壁 を 放 熱 用 の フ ィ ン と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 駆 動
器 を 仕 切 り 壁 に 密 着 さ せ て 放 熱 性 を 高 め る こ と が で き る た め 、 フ ィ ン の 小 型 化 、 ひ い て は
、 電 気 回 路 装 置 の 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 で は 、 駆 動 器 （ ２ ） の リ ー ド 端 子 （ ２ ４ ） は コ ネ ク タ 端 子 を 兼 ね
る 構 成 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 こ れ に よ る と 、 部 品 点 数 を 削 減 し 、 且 つ 搭 載 ス ペ ー ス を
縮 小 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 で は 、 電 気 負 荷 （ １ ０ ０ ） へ の 通 電 の 要 否 を 判 定 す る 外 部 制 御 器
（ ２ ０ ０ ） か ら 通 電 要 否 信 号 が 制 御 器 （ １ ） に 出 力 さ れ る 構 成 で あ り 、 通 電 要 否 信 号 は 、
外 部 制 御 器 （ ２ ０ ０ ） か ら 制 御 器 （ １ ） へ シ リ ア ル 通 信 で 伝 送 さ れ る 構 成 で あ る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ れ に よ る と 、 シ リ ア ル 通 信 で あ る た め 、 通 電 要 否 信 号 を 伝 送 す る 通 信 線 お よ び 通 信 用
コ ネ ク タ 端 子 の 数 が 少 な く な り 、 電 気 回 路 装 置 を 小 型 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 の よ う に 、 制 御 器 （ １ ） を 筐 体 （ ４ ） 内 に 収 納 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 の よ う に 、 駆 動 器 （ ２ ） と 制 御 器 （ １ ） を バ ス バ ー （ ３ ） に て 接
続 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 の よ う に 、 制 御 器 （ １ ） を 複 数 の ユ ニ ッ ト （ １ １ 、 １ ２ ） に 分 割
し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 上 記 各 手 段 の 括 弧 内 の 符 号 は 、 後 述 す る 実 施 形 態 に 記 載 の 具 体 的 手 段 と の 対 応 関
係 を 示 す も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 電 気 回 路 装 置 の 分
解 斜 視 図 、 図 ２ は 図 １ の 電 気 回 路 装 置 の 断 面 図 、 図 ３ は 図 ２ の 筐 体 ４ の 底 面 図 、 図 ４ は 図
１ の 電 気 回 路 装 置 の 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま ず 、 電 気 回 路 装 置 お よ び 外 部 機 器 の 全 体 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 電 気 回 路 装 置 は 、 例 え ば 車 両 に お け る ラ ン プ や モ ー タ 等 の 複 数 の 電
気 負 荷 １ ０ ０ へ の 通 電 を 個 別 に 断 続 す る た め に 用 い ら れ る 。 各 電 気 負 荷 １ ０ ０ へ の 通 電 の
要 否 は 電 子 制 御 装 置 （ 以 下 、 Ｅ Ｃ Ｕ と い う ） ２ ０ ０ に て 判 定 さ れ 、 通 電 要 否 の 情 報 で あ る
通 電 要 否 信 号 が 、 Ｅ Ｃ Ｕ ２ ０ ０ か ら 電 気 回 路 装 置 の 制 御 器 １ に シ リ ア ル 通 信 で 伝 送 さ れ る
よ う に な っ て い る 。 因 み に 、 Ｅ Ｃ Ｕ ２ ０ ０ と 制 御 器 １ と の 間 は 、 通 電 要 否 信 号 を 伝 送 す る
シ リ ア ル 通 信 線 ３ ０ ０ で 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 Ｅ Ｃ Ｕ ２ ０ ０ は 、 本 発 明 の 外 部 制 御 器 に
相 当 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 制 御 器 １ は 、 Ｅ Ｃ Ｕ ２ ０ ０ か ら の 通 電 要 否 信 号 に 基 づ い て 駆 動 信 号 を ４ つ の 駆 動 器 ２ に
出 力 す る 。 こ の 駆 動 信 号 は 、 駆 動 器 ２ 内 の 各 半 導 体 リ レ ー （ 詳 細 後 述 ） の オ ン － オ フ 指 令
信 号 で あ り 、 制 御 器 １ か ら 各 駆 動 器 ２ へ バ ス バ ー ３ （ 図 ２ 参 照 ） を 介 し て シ リ ア ル 通 信 で
伝 送 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 各 駆 動 器 ２ は 、 電 気 負 荷 １ ０ ０ へ の 通 電 を 断 続 す る 複 数 の 半 導 体 リ レ ー ２ １ 、 シ リ ア ル
通 信 で 伝 送 さ れ た 駆 動 信 号 に 基 づ い て 各 半 導 体 リ レ ー ２ １ の オ ン － オ フ を 制 御 す る リ レ ー
制 御 部 ２ ２ 、 半 導 体 リ レ ー ２ １ と と も に 半 導 体 リ レ ー ド ラ イ バ を 構 成 す る 周 辺 回 路 （ 図 示
せ ず ） 等 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 次 に 、 電 気 回 路 装 置 を 構 成 す る 部 品 の 形 状 や 配 置 等 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム よ り な る 筐 体 ４ は 、 下 方 の 面 が 開 口 し た
直 方 体 形 状 で あ り 、 内 部 に 空 間 が 形 成 さ れ て い る 。 筐 体 ４ に は 、 こ の 筐 体 ４ の 内 部 空 間 を
複 数 の 空 間 に 分 割 す る 複 数 の 仕 切 り 壁 ４ １ が 形 成 さ れ て い る 。 仕 切 り 壁 ４ １ は 、 筐 体 ４ の
開 口 部 に 対 向 す る 上 部 壁 面 ４ ２ か ら 開 口 部 側 に 向 か っ て 突 出 し て お り 、 且 つ 積 層 配 置 さ れ
て い る 。 そ し て 、 仕 切 り 壁 ４ １ に て 分 割 さ れ た 空 間 に は 、 制 御 器 １ お よ び ４ つ の 駆 動 器 ２
が 収 納 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 部 壁 面 ４ ２ の 外 部 に は 、 放 熱 用 の フ ィ ン ４ ３ が 多 数 形 成 さ れ て い る 。 筐 体 ４ の 側 壁 面
４ ４ の 外 部 に は 、 板 部 ４ ５ が ２ つ 形 成 さ れ て お り 、 こ の 板 部 ４ ５ に は 、 図 示 し な い 取 り 付
け 用 の ね じ が 挿 入 さ れ る 貫 通 穴 ４ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 筐 体 ４ の 開 口 部 に は 、 樹 脂 よ り な る カ バ ー ５ が 装 着 さ れ て い る 。 カ バ ー ５ に は 、 コ ネ ク
タ ハ ウ ジ ン グ ５ １ が 一 体 に 形 成 さ れ 、 筐 体 ４ の 内 部 空 間 と 筐 体 ４ の 外 部 と を 連 通 さ せ る ク
リ ッ プ ６ の 組 み 付 け 用 の 連 通 穴 ５ ２ が 形 成 さ れ る と と も に 、 バ ス バ ー ３ が 固 定 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 制 御 器 １ は 、 Ｅ Ｃ Ｕ ２ ０ ０ か ら の 通 電 要 否 信 号 を 処 理 す る マ イ コ ン （ 図 示 せ ず ） を 主 体
と す る 薄 板 直 方 体 形 状 の 主 ユ ニ ッ ト １ １ と 、 例 え ば コ ン デ ン サ の よ う な 発 熱 量 が 大 き く 且
つ 容 積 が 大 き い 素 子 の 集 合 体 で あ る 副 ユ ニ ッ ト １ ２ に 分 割 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 主 ユ ニ ッ ト １ １ は 、 制 御 用 マ イ コ ン お よ び 周 辺 回 路 を モ ー ル ド 樹 脂 内 に 内 蔵 し た も の で
あ り 、 放 熱 板 １ ３ を モ ー ル ド 樹 脂 外 部 に 露 出 し た 構 造 で あ る 。 主 ユ ニ ッ ト １ １ は 、 放 熱 板
１ ３ が 仕 切 り 壁 ４ １ に 当 接 し た 状 態 で 、 板 バ ネ 機 能 、 す な わ ち 弾 性 力 を 有 す る ク リ ッ プ ６
に て 仕 切 り 壁 ４ １ に 押 し 付 け ら れ て 保 持 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 主 ユ ニ ッ ト １ １ 内 の 熱
が 放 熱 板 １ ３ を 介 し て 仕 切 り 壁 ４ １ や フ ィ ン ４ ３ か ら 放 熱 さ れ る 。 な お 、 ク リ ッ プ ６ は 本
発 明 の 固 定 部 材 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 主 ユ ニ ッ ト １ １ の リ ー ド フ レ ー ム に 形 成 さ れ た リ ー ド 端 子 １ ４ の 一 部 （ 主 ユ ニ ッ
ト １ １ と 駆 動 器 ２ の 間 を つ な ぐ シ リ ア ル 通 信 線 お よ び Ｇ Ｎ Ｄ 線 の ２ 本 ） は 、 バ ス バ ー ３ に
形 成 さ れ た 端 子 挿 入 部 に 挿 入 さ れ 、 こ れ に よ り 、 主 ユ ニ ッ ト １ １ と バ ス バ ー ３ の 電 気 的 接
続 を 実 現 し て い る 。 ま た 、 残 り の 端 子 は 直 接 コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ ５ １ 内 ま で 延 び て い て 、
外 部 機 器 と 接 続 す る た め の コ ネ ク タ 端 子 を 兼 ね て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 方 、 副 ユ ニ ッ ト １ ２ は 、 バ ス バ ー 基 板 （ バ ス バ ー が モ ー ル ド 樹 脂 に よ り イ ン サ ー ト 成
形 さ れ て い る ） に 素 子 が 実 装 さ れ て お り 、 副 ユ ニ ッ ト １ ２ の リ ー ド 端 子 は 主 ユ ニ ッ ト １ １
の リ ー ド 端 子 １ ４ に 溶 接 等 で 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 各 駆 動 器 ２ は 、 薄 板 直 方 体 形 状 で あ り 、 半 導 体 リ レ ー ２ １ と リ レ ー 制 御 部 ２ ２ と 周 辺 回
路 を モ ー ル ド 樹 脂 内 に 内 蔵 し た も の で あ り 、 放 熱 板 ２ ３ を モ ー ル ド 樹 脂 外 部 に 露 出 し た 構
造 で あ る 。 各 駆 動 器 ２ は 、 放 熱 板 ２ ３ が 仕 切 り 壁 ４ １ に 当 接 し た 状 態 で 、 ク リ ッ プ ６ に て
仕 切 り 壁 ４ １ に 押 し 付 け ら れ て 保 持 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 各 駆 動 器 ２ 内 の 熱 が 放 熱 板
２ ３ を 介 し て 仕 切 り 壁 ４ １ や フ ィ ン ４ ３ か ら 放 熱 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 各 駆 動 器 ２ の リ ー ド フ レ ー ム に 形 成 さ れ た リ ー ド 端 子 ２ ４ の 一 部 （ 主 ユ ニ ッ ト １
１ と 駆 動 器 ２ の 間 、 ま た は 、 駆 動 器 ２ 間 を つ な ぐ シ リ ア ル 通 信 線 お よ び Ｇ Ｎ Ｄ 線 の ２ 本 ）
は 、 バ ス バ ー ３ に 形 成 さ れ た 端 子 挿 入 部 に 挿 入 さ れ 、 こ れ に よ り 、 各 駆 動 器 ２ と バ ス バ ー
３ の 電 気 的 接 続 を 実 現 し て い る 。 ま た 、 残 り の 端 子 は 直 接 コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ ５ １ 内 ま で
延 び て い て 、 外 部 機 器 と 接 続 す る た め の コ ネ ク タ 端 子 を 兼 ね て い る 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 主 ユ ニ ッ ト １ １ の リ ー ド 端 子 １ ４ お よ び 各 駆 動 器 ２ の リ ー ド 端 子 ２ ４ を 、 バ ス
バ ー ３ の 端 子 挿 入 部 に 挿 入 す る こ と に よ り 、 制 御 器 １ か ら 各 駆 動 器 ２ へ バ ス バ ー ３ を 介 し
て 駆 動 信 号 が シ リ ア ル 通 信 で 伝 送 さ れ る よ う に な っ て い る 。 し た が っ て 、 バ ス バ ー ３ は 、
駆 動 信 号 を 伝 送 す る シ リ ア ル 通 信 線 に 相 当 す る 。 ま た 、 主 ユ ニ ッ ト １ １ の リ ー ド 端 子 １ ４
お よ び 各 駆 動 器 ２ の リ ー ド 端 子 ２ ４ を 、 バ ス バ ー ３ の 端 子 挿 入 部 に 挿 入 す る こ と に よ り 、
制 御 器 １ お よ び 駆 動 器 ２ が バ ス バ ー ３ を 介 し て Ｇ Ｎ Ｄ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 主 ユ ニ ッ ト １ １ お よ び 各 駆 動 器 ２ の ３ 次 元 の 寸 法 の う ち 最 小 寸 法 の 方 向 を 厚 さ 方
向 と す る と 、 主 ユ ニ ッ ト １ １ お よ び 各 駆 動 器 ２ は そ の 厚 さ 方 向 に 積 層 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 し た 本 実 施 形 態 に よ る と 、 通 電 要 否 信 号 お よ び 駆 動 信 号 を シ リ ア ル 通 信 で 伝 送 す る
よ う に し て い る た め 、 信 号 を 伝 送 す る 通 信 線 お よ び 通 信 用 コ ネ ク タ 端 子 の 数 が 少 な く な り
、 電 気 回 路 装 置 を 小 型 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 シ リ ア ル 通 信 で あ る た め 、 駆 動 器 ２ を 追 加 す る 場 合 で も 、 制 御 器 １ は マ イ コ ン の
ソ フ ト 変 更 の み 行 え ば よ く 、 制 御 器 １ と 駆 動 器 ２ と の 間 の 配 線 も シ リ ア ル 通 信 線 の み 追 加
す れ ば よ く 、 し た が っ て 、 車 種 毎 の バ リ エ ー シ ョ ン 対 応 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 筐 体 ４ と フ ィ ン ４ ３ が 一 体 で あ る た め 、 筐 体 ４ と フ ィ ン ４ ３ を 結 合 す る 部 材 が 不
要 で あ り 、 電 気 回 路 装 置 を 小 型 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 制 御 器 １ の 主 ユ ニ ッ ト １ １ お よ び 各 駆 動 器 ２ を 厚 さ 方 向 に 積 層 配 置 し て い る た め
、 車 両 搭 載 ス ペ ー ス と し て 重 要 で あ る 投 影 面 積 （ 車 両 上 部 か ら 見 た 面 積 ） の 大 幅 低 減 が 可
能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 制 御 器 １ と 駆 動 器 ２ を 分 離 し て 搭 載 し 、 熱 分 散 さ せ て 高 放 熱 化 す る こ と に よ り 、
フ ィ ン ４ ３ の 小 型 化 、 ひ い て は 、 電 気 回 路 装 置 の 小 型 化 を 実 現 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 制 御 器 １ の 主 ユ ニ ッ ト １ １ お よ び 各 駆 動 器 ２ を 仕 切 り 壁 ４ １ に 押 し 付 け る こ と に
よ り 、 制 御 器 １ の 主 ユ ニ ッ ト １ １ お よ び 各 駆 動 器 ２ を 仕 切 り 壁 ４ １ に 密 着 さ せ て 放 熱 性 を
高 め る こ と が で き る た め 、 フ ィ ン ４ ３ の 小 型 化 、 ひ い て は 、 電 気 回 路 装 置 の 小 型 化 を 図 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 主 ユ ニ ッ ト １ １ の リ ー ド 端 子 １ ４ お よ び 各 駆 動 器 ２ の リ ー ド 端 子 ２ ４ は コ ネ ク タ
端 子 を 兼 ね て い る た め 、 部 品 点 数 を 削 減 し 、 且 つ 搭 載 ス ペ ー ス を 縮 小 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 制 御 器 １ の 副 ユ ニ ッ ト １ ２ は バ ス バ ー 基 板 で 構 成 し た が 、 プ リ
ン ト 基 板 で 構 成 し て も よ い 。 ま た 、 制 御 器 １ と 駆 動 器 ２ 間 を バ ス バ ー ３ に て 電 気 的 に 接 続
し た が 、 バ ス バ ー ３ の 代 わ り に プ リ ン ト 板 配 線 、 ワ イ ヤ ー ハ ー ネ ス 等 の 配 線 材 に よ り 接 続
し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 （ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の 電 気 回 路 装 置 は 、 第 １ 実 施 形 態
の バ ス バ ー ３ お よ び カ バ ー ５ を 廃 止 し て い る 。 図 ５ は 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 電 気 回 路 装 置 の
断 面 図 で あ る 。 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 も し く は 均 等 部 分 に は 同 一 の 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を
省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 制 御 器 １ の 主 ユ ニ ッ ト １ １ お よ び 各 駆 動 器 ２ に は 、 コ ネ ク タ ハ ウ ジ
ン グ ５ １ が 一 体 化 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】
　 副 ユ ニ ッ ト １ ２ は 、 副 ユ ニ ッ ト １ ２ 専 用 の バ ス バ ー １ ５ に 素 子 が 実 装 さ れ 、 そ れ ら の 素
子 が 樹 脂 製 の ケ ー ス １ ６ に て 覆 わ れ 、 さ ら に 、 コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ ５ １ が 一 体 化 さ れ て い
る 。 そ し て 、 バ ス バ ー １ ５ に 形 成 し た コ ネ ク タ 端 子 １ ７ が コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ ５ １ 内 ま で
延 び て い る 。 ま た 、 ケ ー ス １ ６ を 筐 体 ４ に 嵌 合 さ せ る こ と に よ り 、 副 ユ ニ ッ ト １ ２ を 筐 体
４ に 固 定 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 主 ユ ニ ッ ト １ １ 、 副 ユ ニ ッ ト １ ２ お よ び 各 駆 動 器 ２ 間 は 、 コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ ５ １ に 装
着 さ れ る 外 付 け コ ネ ク タ （ 図 示 せ ず ） の ワ イ ヤ ー ハ ー ネ ス に よ っ て 、 電 気 的 に 接 続 さ れ る
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 コ ネ ク タ ハ ウ ジ ン グ ５ １ は 、 主 ユ ニ ッ ト １ １ や 副 ユ ニ ッ ト １ ２ や 駆 動 器 ２ と 一 体
成 形 し て も よ い し 、 別 体 の も の を 嵌 合 し て 主 ユ ニ ッ ト １ １ や 副 ユ ニ ッ ト １ ２ や 駆 動 器 ２ と
一 体 化 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 電 気 回 路 装 置 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 電 気 回 路 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 筐 体 ４ の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 電 気 回 路 装 置 の 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 電 気 回 路 装 置 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 １ … 制 御 器 、 ２ … 駆 動 器 、 ４ … 筐 体 、 ２ １ … 半 導 体 リ レ ー 、 １ ０ ０ … 電 気 負 荷 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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